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『キラリと光る励徳っ子』 文責 永田 功臣

令和５年度を振り返って １年間よくがんばりました

２２日（金）の修了式（１～５年生）をもって、本

年度の教育活動が終了いたしました。保護者の皆様、

地域の方々、本校の教育活動に対しまして、様々なご

支援、ご協力をいただきありがとうございました。

今年度も励徳小の子どもたちの素晴らしさを発信

し、自信をつけようという思いから『礼トーク』や『励

徳プライド』『考動』等の

合い言葉をみんなで共有し、 ２月に実施した学力検査の結果が出ました。今年度

目標を掲げて、実践してき は、全学年とも同等か上回っており、良好な結果とな

ました。その甲斐もあって、 りました。しかし、人数も少なく、それぞれの学年の

詩や絵で大きな賞をいただ 平均ですので個人差はあります。結果をしっかりと確

いたり、メディアにも取り 認し、一人一人に応じて、今後の学習指導につなげて

上げられたりする機会の多 いきたいと思います。

い１年間でした。 個別の結果につきましては、本日配付しています。

コロナ禍が明け、少しず 頑張った部分を褒めていただき、学習意欲につなげて

つ地域の方に学校へ来てい いただければ幸いです。また、アンケート結果から「家

ただく機会も増えました。 庭学習の充実」が今後の課題です。学習課題の内容等

おかげさまで、「茶摘み」「グ については学校で検討し、改善していきますが、学習

ラウンドゴルフ」「餅つき」 する習慣づくりについては、お子様と一緒に考えてい

「昔遊び」そして先日の「卒 ただき、時間や内容が充実しますように、今後ともよ

業式」等の行事が充実した ろしくお願い申し上げます。

ものとなりました。改めて

感謝申し上げますとともに

これからも、子どもたちの

成長を見守っていただきま 右の写真は、教室棟西側にそび

すようお願い致します。 え立つ「セコイア」の木です。ウ

ォークラリーでお世話になってい

る井澤さんに教えていただきまし

たが、日本では珍しい木だそうで

ＪＡ女性部より、プランターに植えられたお花をい す。先日観察に来られた方も、「県下では、この木だ

ただきました。おかげさまで卒業式場に飾ることがで けではないでしょうか。」とおっしゃられていました。

きました。毎年いただいています。感謝申し上げます。 名前や形が似ている「メタセコイア」という木があ

学校の環境美化に役 りますが、調べてみるとまったく違う種であることが

立つとともに、子ども わかりました。一番の違いは、セコイアが常緑樹であ

たちの感性や豊かな心 るのに対し、メタセコイアは落葉樹です。どちらも大

が育ちます。地域に育 木ですが、セコイアは１００ｍ以上のものもあり、地

てていただいている学 球上で一番大きい植物だといわれています。

校であるとつくづく感 励徳小のシンボルツリーとして大切にし、セコイア

じます。 に負けないように大きくなりましょう。

ま とく れい こう

令和５年度 NRT学力検査結果 R6.2.21実施

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

国語 ◎ ○ － ○ ○ ○

算数 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

※ 全国標準50に対して 同等：－ 上回る：○ 5ポイント以上：◎

桜が開き始めステップアップの合図です


